
一 般 質 問

常
時
相
談
で
き
る
体
制
の
構
築
を

専
門
委
員
会
の
意
見
を
聴
き
検
討

問

答

足
あ

立
だち

 初
はつ

雄
お

 議員
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町
長
は
、
安
全
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
政
策
と
し
て
「
24
時
間

安
心
消
防
本
部
テ
ラ
ス
化
」
を

新
し
い
政
策
と
し
て
掲
げ
、
今

年
度
予
算
化
さ
れ
た
。
具
体
的

内
容
を
問
う
。

 

事
業
の
意
義
と
構
想
は
。

 

総
務
部
長　

町
民
の
防
災

意
識
を
習
慣
化
さ
せ
、
災
害

発
生
時
に
迅
速
に
情
報
収
集

を
行
う
。

 

進
捗
状
況
は
。

 

専
門
委
員
会
委
員
は
委
託

済
み
。
構
想
構
築
業
務
を
委

託
す
る
業
者
の
選
定
を
進
め

て
い
る
。

 

専
門
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

は
。

 

防
災
・
減
災
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
の
委
員
3
人
と
顧
問

1
人
で
構
成
。

 

名
古
屋
大
学
に
派
遣
し
て

状
態
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
、
対
策
を
問
う
。

 

幸
田
町
の
※
合
計
特
殊
出

生
率
は
。

 

健
康
福
祉
部
長　

平
成
25

年
で
１
・
71
。

 

合
計
特
殊
出
生
率
が
２
・

07
以
下
に
な
る
と
人
口
は
、

減
少
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
　

本
町
の
不
妊
治
療
費
助
成

制
度
の
内
容
は
。

 

一
般
不
妊
治
療
は
、
治
療

に
要
す
る
費
用
の
2
分
の
1
、

上
限
5
万
円
。

 

本
町
の
一
般
不
妊
治
療
の

成
功
率
は
。

 

平
成
28
年
度
が
36
・
7
％
、

29
年
度
が
29
・
3
％
、
30
年

度
が
22
・
2
％
。

 

県
の
特
定
不
妊
治
療
費
補

助
制
度
の
内
容
は
。

 

夫
婦
の
所
得
が
７
３
０
万

円
、
妻
の
年
齢
が
43
歳
未
満

の
場
合
に
対
象
と
な
り
、
最

大
1
回
30
万
円
の
助
成
が
受

け
ら
れ
る
。

 

高
額
の
費
用
が
掛
か
る
特

定
不
妊
治
療
へ
の
助
成
制
度

導
入
を
。

 

町
長　

子
育
て
施
策
の
推

進
を
図
る
必
要
も
あ
り
、
他

市
町
村
の
動
向
も
踏
ま
え
て

前
向
き
に
検
討
す
る
。

※
合
計
特
殊
出
生
率

　
　

一
人
の
女
性
が
生
涯
に
産

む
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
子
ど

も
の
数
を
示
す
指
標
。

そ
の
他
の
質
問

 

安
心
し
て
免
許
返
納
で
き

る
施
策
を

 

交
通
弱
者
の
足
の
確
保
を

進
め
た
い

消防署内に設置されたテラス準備室

い
る
防
災
減
災
嘱
託
員
の
役

割
は
。

 

防
災
・
減
災
の
た
め
の
先

端
的
な
教
材
の
取
得
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
な
ど
。

 

町
民
が
、
常
時
、
な
ん
で

も
相
談
で
き
る
体
制
の
構
築

を
。

 

町
長　

専
門
委
員
会
の
意

見
を
聴
き
検
討
し
、
基
本
的

な
考
え
を
確
立
し
て
か
ら
今

後
の
展
開
に
あ
た
る
。

　

幸
田
町
の
人
口
は
、
現
在
、

転
入
に
よ
り
増
加
し
て
い
る
が
、

自
前
で
、
増
加
し
維
持
で
き
る

6
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

一
般
質
問

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

政
務
活
動
費
の
ゆ
く
え

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

問

答

特定不妊治療の
助成制度導入を

他の動向を踏まえ
前向きに検討



学校プール運営基本構想の目的問

学校プールのあり方を判断する答

一 般 質 問

丸
まる

山
やま

 千
ち

代
よ

子
こ

 議員
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小
中
学
校
の
プ
ー
ル
は
、
昭

和
40
年
代
以
降
に
建
設
さ
れ
老

朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
今
後
、

学
校
プ
ー
ル
を
ど
う
し
て
い
く

の
か
「
学
校
プ
ー
ル
運
営
基
本

構
想
」
を
策
定
す
る
計
画
で
あ

る
。
学
校
プ
ー
ル
の
廃
止
な
ど

も
あ
り
、
目
的
を
問
う
。

 

学
校
プ
ー
ル
の
現
状
と
耐

用
年
数
は
。

 

教
育
部
長　

ほ
と
ん
ど
の

プ
ー
ル
が
、
耐
用
年
数
の
30

年
を
経
過
し
、
漏
水
や
、
機

器
設
備
の
不
具
合
対
応
に
追

わ
れ
て
い
る
。

 

学
校
プ
ー
ル
の
果
た
す
役

割
と
プ
ー
ル
設
置
の
意
義
。

 

児
童
生
徒
の
体
力
の
向
上

と
、
水
の
事
故
、
危
険
防
止

の
心
得
を
学
ぶ
。

 

水
泳
指
導
な
ど
教
育
的
観

点
は
。

 

小
中
学
校
と
も
11
時
間
程

度
。
学
習
指
導
要
領
に
基
づ

き
取
り
入
れ
て
い
る
。
目
標

は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。

 

保
護
者
や
子
ど
も
た
ち
な

ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
を
。

 

現
段
階
で
は
、
実
施
す
る

考
え
は
な
い
。

 

学
校
プ
ー
ル
運
営
基
本
構

想
の
目
的
は
。

 

学
校
プ
ー
ル
の
あ
り
方
と

し
て
、
す
べ
て
廃
止
と
か
修

繕
で
は
な
く
、
場
所
に
応
じ

一
番
適
し
て
い
る
の
を
総
合

的
に
判
断
す
る
。

　

高
齢
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

は
住
民
の
願
い
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
町
内
3
カ
所
の
特

養
ホ
ー
ム
は
待
機
者
が
増
え
て

お
り
、
な
か
な
か
入
所
で
き
な

い
。
第
8
期
介
護
保
険
事
業
計

画
に
地
域
密
着
型
特
養
ホ
ー
ム

の
建
設
を
盛
り
込
み
、
整
備
す

る
考
え
を
問
う
。

 

待
機
者
数
は
。

 

健
康
福
祉
部
長　

特
養
に

お
け
る
待
機
者
数
は
、
4
月

1
日
現
在
で
２
１
９
人
。

 

介
護
保
険
の
適
切
な
実
施

の
た
め
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
量

は
ど
う
か
。

 

通
所
介
護
や
施
設
サ
ー
ビ

ス
が
伸
び
て
い
る
。

 

地
域
密
着
型
特
養
ホ
ー
ム

は
幸
田
町
の
住
民
に
入
居
が

限
定
さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。

 

サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性
、
事

業
者
の
考
え
方
を
踏
ま
え
な

が
ら
検
討
し
た
い
。

 

地
域
密
着
型
特
養
ホ
ー
ム

の
増
設
を
。

 

住
民
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
、
第
8
期
の
計
画
を
検
討

す
る
。

そ
の
他
の
質
問

 

総
合
事
業
の
充
実
と
体
制

づ
く
り
を

 

体
制
強
化
に
努
め
て
い
き

た
い

昭和43年に設置されたプール（豊坂小学校）

6
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

一
般
質
問

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

政
務
活
動
費
の
ゆ
く
え

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

問

答

地域密着型
特養ホームの増設を

住民のニーズを
踏まえ検討する




